
5-Ala | δ-Aminolevulinic acid phosphate

5-アミノレブリン酸、「5-ALA」とは
　蛋白質を構成しないアミノ酸（非蛋白質構成アミノ酸）の一つであ
る 5- アミノレブリン酸（以下「5-ALA」）は、生体内で金属と結合し、
生命活動の根源的な部分に係るポルフィリンの合成経路の発端とな
る物質です。哺乳類においてはヘム（Haem）生成経路、植物において
は、クロロフィル（Chlorophyll）の経路の前駆体となります。

　5-ALA の外部からの摂取により、ポルフィリンの蓄積量が有意に増加
(Teper E, et al., 2012)し、ヘムやクロロフィル経路を活性化させることが知ら
れており、様 な々サプリメントや肥料などに活用されています。
　近年の研究では、Ⅱ型糖尿病により低下した 5-ALA 合成機能の改善によ
る症状改善、老化に伴い減少するミトコンドリア機能の補助、組織への照射
による癌細胞の識別や治療など様 な々場面での活用が期待されています。

驚くべき「5-ALA」の効能・活用

　5-ALAは、Ⅱ型糖尿病患者に対する抗酸化物質の一つとして、ク
エン酸第一鉄ナトリウム（SFC）と合わせて使用されることがあり、
その安全性を検証した研究では、僅かながら5-ALA/SFC投与群に
おける糖化ヘモグロビンや空腹時血糖の改善が見られました。
（Feyal Al-Saber et. al., 2016）
　5-ALA/SFC のミトコンドリア改善効果に着目して、ミトコンドリア
糖尿病（MIDD）患者に特定して行われた長崎大の研究において
は、インスリン分泌の増加及び血糖値の有意な低下が見られまし
た。（Yuta Nakamura 中村 祐太 et al., 2023）
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MIDD患者の血糖値・インスリン分泌改善：糖尿病改善の可能性

　5-ALAの増加はポルフィリン経路自体を活性化しますが、癌細胞においては、5-ALAを投与しても次の
段階のヘムには代謝されず、ヘムの前駆体であるプロトポルフィリン IX（PpIX）が蓄積してきます。PpIX
は赤色の蛍光を帯びるため、癌の診断に活用されるほか、PpIX は光線の照射により活性酸素種を産生す
るため、意図的な光照射で癌細胞の死滅を誘導する療法も行われています。（Walter Stummer et al., 2006）

プロトポルフィリン IX（PpIX）：癌の画像診断・治療への活用
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包装形態

　癌の他にも、PpIXやヘム等が、G4構造に結合し、遺伝子近傍の
発現やゲノム複製を抑制することが知られており、G4 構造を持つ
病原性の生物、病患関連遺伝子、ウイルス等の複製を抑制するこ
とが報告されています。（N Shinoda, et al., 2018）
　新型コロナウイルスを対象とした細胞実験においては、新型コ
ロナウイルスが細胞に結合する際に用いるアンジオテンシン変換
酵素 2（ACE2）の発現が有意に低下、新型コロナウイルスの感染
予防や治療への活用が期待されています。（Eriko Nara et al., 2023）

PpIX とゲノム複製：病原遺伝子の発現・ウイルス等増殖の抑制効果

保管方法

表示例

形状

乾燥減量 ：≦0.5%
含量 (HPLC) ：98.0%～102.0%
総不純物 ：≦2.0%
一般生菌数 ：≦3000cfu/g
カビ・酵母 ：≦100cfu/g
大腸菌群 ：陰性

形状  ：白色粉末
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▲図２　Eriko Nara et al., 2023

保管方法 ：遮光性のある容器に入れ、常温保管。
賞味期限 ：製造日より２年間（未開封）

原材料表示例 ：5-アミノレブリン酸リン酸塩、アミノレブリン酸

滅菌バッグまたはアルミ箔袋


